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回

　

　
「
絵
図
を
よ
む
②
〜
浦
浜
絵
図
、
海
の
境
界
と
屋
敷
利
用
〜
」

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

 日本遺産・中世日根荘を巡る㉒
　　　～旅引付編（6）「香積寺跡」～

「日本遺産」に認定された「旅引付と二枚の絵図が伝
えるまち ―中世日根荘の風景―」のストーリーを構
成する泉佐野市の文化財等を紹介します。

問合先　文化財保護課

◀政基公旅引付
※旅引付の写真
は、歴史館いず
みさの所蔵の複
製を使用（原本
は宮内庁書陵部
所蔵）

▶
「
湊
村
の
松
と
新
町
の
借
地
に
つ
け

ら
れ
た
貼
紙
。
右
端
上
段
「
明
松
」「
大

木
谷
」「
熊
取
谷
」「
中
ノ
」、
右
端
下

段
「
宮
崎
」「
熊
取
や
」「
中
ノ
庄
治
郎
」

な
ど
が
確
認
出
来
ま
す
。

レイクアルスタープラザ・レイクアルスタープラザ・
カワサキ歴史館いずみさのカワサキ歴史館いずみさの

☎469-7140 Fax469-7141☎469-7140 Fax469-7141
休館日休館日　　月曜日、毎月最終木月曜日、毎月最終木
曜日（いずれも祝日の場合は曜日（いずれも祝日の場合は
開館し、その翌日が休館）開館し、その翌日が休館）
開館時間開館時間
午前9時～午後5時午前9時～午後5時
（入館は午後4時30分まで）（入館は午後4時30分まで）
入館料入館料　無料　無料

　

今
回
は
往
古
の
佐
野
浜
を
描
い

た
絵
図
で
あ
る
「
佐
野
浦
絵
図
」

を
取
り
上
げ
ま
す
。
こ
の
絵
図
の

特
徴
は
昔
の
海
岸
線
を
明
確
に
し
、

土
地
・
屋
敷
の
賃
貸
・
所
有
情
報
、

新
町
と
湊
村
の
境
界
、
砂
浜
の
波

打
ち
際
な
ど
を
記
し
て
い
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
絵
図
は
明
治
９（
１
８
７
６
）

年
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
一
部
は

失
わ
れ
て
い
る
も
の
の
状
態
が
良

く
、
作
成
さ
れ
た
当
時
の
佐
野
の

海
岸
線
を
丁
寧
に
描
い
て
い
ま
す
。

土
地
・
家
屋
は
一
部
を
除
き
朱
筆

で
地
番
を
書
き
込
み
、
蔵
は
家
や

納
屋
に
比
べ
て
大
き
く
標
記
し
た

上
に
出
入
口
を
細
線
２
本
で
表
現

し
て
い
ま
す
。
土
地
・
家
屋
の
各

箇
所
に
は
、
氏
名
と
賃
貸
料
（
斗

升
合
）
を
記
し
、
氏
名
に
は
屋
号
、

居
住
地
名
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

確
認
で
き
る
屋
号
に
は
「
熊
取
屋
」

「
魚
弥
」「
貝
塚
や
」「
い
づ
ミ
や
」

「
番
匠
や
」「
大
木
や
」
な
ど
が
あ

り
、
ほ
か
に
氏
名
の
み
の
記
載
「
古

妻
」「
城
野
」「
田
端
」「
中
ノ
」
な

ど
が
目
視
で
き
ま
す
。「
古
妻
」
は

砂
糖
や
鏡
な
ど
を
扱
う
小
物
商
を

し
な
が
ら
佐
野
村
で
年
貢
徴
収
を

担
当
し
て
い
た
古
妻
四
郎
兵
衛
家

と
古
妻
善
四
郎
家
と
思
わ
れ
、「
城

野
」
の
名
前
に
は
補
注
で
明
治
11

（
１
８
７
１
）
年
よ
り
魚
市
場
を
経

営
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
大
工
」、「
船
大
工
」、

「
番
匠
や
」
な
ど
大
工
職
に
関
す
る

苗
字
・
屋
号
が
多
い
こ
と
か
ら
船

大
工
や
材
木
を
扱
う
商
人
が
多
く

　香積寺跡は、上大木の棚田を一望できる日根荘入山田村船淵山麓
にあった寺院跡です。約500年前に九条政基が日根荘での生活を綴っ
た日記「政基公旅引付」には、香積寺（香積院）の僧侶が、歳末や
年始に荘園領主に接見し、村人に領主の書状を読み聞かせたことが
記されており、文亀2（1502）年5月21日条では、長福寺に滞在す
る九条政基に双紙と呼ばれる和綴じの書物を借りて読んでいます。
　江戸時代には七宝瀧寺末寺で大木上村文
殊堂と呼ばれており、また江戸末期に描か
れた大木村絵図（火走神社所蔵）には「光
若寺」と書かれいます。

　現在は廃寺となっており、シイ・ヒノキの高木がうっそうとした雰囲気となってい
ますが、敷地内には寛正4（1463）年の一石五輪塔や永正・天正期の宝筺印塔、歴代
住職の墓地などをはじめ、多くの中近世の石造物が残されているほか、地表面をよく
観察すると、お堂の基壇跡、礎石、井戸跡が今もはっきりと確認することができ、よ
り詳細な内容については、今後の発掘調査に期待されます。 ▲香積寺石造物

香積寺跡

居
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。「
蔵
」

に
つ
い
て
は
円
田
川
左
岸
に
集
中

し
、
右
岸
で
は
貸
地
に
添
付
さ
れ

た
賃
貸
者
に
関
す
る
貼
紙
か
ら
明

治
９
年
以
降
に
次
第
に
賃
貸
者
が

増
え
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

土
地
・
屋
敷
以
外
の
書
込
を
み

て
み
る
と
土
地
・
屋
敷
の
下
側
に

赤
丸
が
並
び
「
此
丸
印
ハ
砂
浜
際
、

図
定
メ
也
」
と
あ
る
こ
と
に
気
付

き
ま
す
。
こ
れ
は
波
打
ち
際
ま
で

の
距
離
を
示
し
て
お
り
、
大
潮
や

災
害
時
の
波
の
浸
食
、
海
浜
部
の

開
発
に
際
す
る
目
安
な
ど
を
考
慮

し
て
書
き
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

川
や
樹
木
の
描
写
で
は
鮮
や
か
な

青
で
着
色
さ
れ
た
円
田
川
に
太
鼓
橋

が
掛
か
り
、
岸
に
は
石
積
み
が
確
認

で
き
、
絵
図
左
端
に
は
大
き
な
松
の

木
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ほ
か
の
川

に
対
し
て
円
田
川
の
描
写
は
鮮
や
か

か
つ
特
徴
的
で
あ
り
佐
野
村
と
新
町

の
境
目
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
松
の
木
は
そ
ば

に
「
是
よ
り
北
湊
浦
領
」
と
記
す
道

標
ら
し
き
も
の
が
確
認
出
来
る
こ
と

か
ら
、
熊
取
大
森
神
社
御
旅
所
が

あ
っ
た
湊
村
を
象
徴
す
る
平
松
を
描

い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
詳
細
は

不
明
で
す
。

　

こ
の
絵
図
は
前
号
に
紹
介
し
た
よ

う
な
裁
判
に
利
用
さ
れ
た
絵
図
で
は

な
く
、
海
浜
部
の
土
地
・
屋
敷
の
利

用
状
況
を
記
録
し
、
更
新
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
作
成
さ
れ
た
よ
う
で

す
。
書
き
込
ま
れ
た
情
報
か
ら
は
当

時
の
佐
野
の
砂
浜
の
目
前
ま
で
屋
敷

や
蔵
が
迫
り
、
船
に
関
す
る
職
人
や
、

商
人
達
が
居
を
構
え
、
中
に
は
借
地

や
自
宅
に
魚
市
場
や
店
を
構
え
た
り

す
る
者
も
居
た
こ
と
な
ど
も
わ
か
り

ま
す
。
泉
佐
野
の
景
観
は
発
展
と
と

も
に
姿
を
変
え
ま
す
が
、
絵
図
や
地

図
に
書
き
込
ま
れ
た
街
並
み
や
光
景

は
時
を
経
た
の
ち
も
変
わ
ら
ず
そ
の

資
料
の
中
に
姿
を
伝
え
て
く
れ
ま
す
。

　

町
の
発
展
と
と
も
に
姿
を
変
え

た
泉
佐
野
の
原
風
景
を
絵
図
資
料

か
ら
読
み
取
り
紹
介
す
る
春
季
企

画
展
「
絵
図
を
よ
む
」
は
７
月
25

日
㈰
ま
で
歴
史
館
で
開
催
中
で
す
。

【お詫びと訂正】4月よりレイクアルスタープラザ・カワサキ歴史館いずみさのの休館日が変更となっていますが、広報
4月号が古い表記のままになっておりました。正しくは上記のとおりです。　　 問合先　文化財保護課（☎447-6766）
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